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ITJ Mini 2024 競技規則 

 

１.競技方法 

① 計測形式及び順位決定方法 

・定められたコースのタイムレース方式 

・順位はウェーブスタート（時差スタート）ごとによるグロスタイム（各ウェーブでのスタート時間） 

での算出。 

② 制限時刻 

レースはフィニッシュ制限時刻を設け、これを超えた選手はレースを中止し、スタッフの指示に従ってください。 

 

 

2. 自然保護に関するルール 

本レースのコースは、国立公園に指定された区域や希少動植物の生息するエリア等を有する貴重な自然環境の中で

開催されます。 

かけがえのない森林生態系に悪影響を及ぼさぬよう、以下のルールを設定しています。 

主旨を十分に理解した上で、以下のルールを厳守してください。 

① トレイルへの影響を軽減する為、ストックの使用を禁止します。 
② トレイルからはずれることを禁止します。 

③ コース上および全区域で動植物、菌類、岩石などを採取、損傷することを禁止します。 

④ コースの角をショートカットすることは、植生にダメージを与えるので禁止します。 

⑤ ゴミは絶対に捨てないでください。 

⑥ 用便は大会で利用可能な常設トイレ（スタート・フィニッシュ会場、沼津市市民の森）を使用してください。 

⑦ 大会参加にあたっては、大会が用意するシャトルバスの利用を必須とし、各自が自家用車で会場に直接来場するこ

とを認めていません。二酸化炭素排出抑制にご協力ください。 

⑧ 国立公園内は自然保護自然公園法に基づく仕組みなどによって、自然の保護や適切な利用の促進が図られていま

す。 

⑨ 大会当日の大会開催に当たって、安全面で問題ない場合でも、トレイルの状況が参加者の利用に耐える事ができ

ないと判断した場合、コースの変更や大会中止の判断をする可能性があります。 

 

3. 一般利用者、他の大会参加者への配慮について 

① レース中、ケガ、病気などで身動きできないランナーと遭遇した場合は、その救助を優先してください。 

② レースを支えてくれる関係者や地元の人々、ボランティアに対する感謝の気持ちを忘れないでください。 

③ コースは大会で占有をしているものではなく、一般利用者も使用していることを十分に理解し、 

  その通行を妨げてはいけません。その他の場所でも、安全な場所で走らず歩いて追い抜いてください。 

  追い抜く時、すれ違う時には挨拶を忘れないでください。 

④ コース上に存在するすべての建造物などを傷つけないよう注意してください。 

⑤ 指定されたコース以外には絶対に立ち入らないでください。 

⑥ 道路横断に関しては、必ず誘導スタッフの指示に従ってください。 

 

4. 国立公園内・一般歩行者へのルール 

国立公園内の歩道において走行することには明確な規制はありませんが、 

当該歩道はあくまで歩行することを前提に整備されており、走行して使用することは想定していません。 

そうした位置付けの為、コース上に一般歩行者がいた場合には、歩道本来の利用方法をしている一般歩行者が 

優先となります。 

① 一般の歩行者がコース上にいた場合は、歩行者の通行を優先してください。 

② 追い越しを行う際は、必ず声がけ等で追い越し者へ追い越す事を認知させた上で、安全な場所で走らずに、歩いて

実施してください。 

③ すれ違いの際には歩行者を優先し、安全な場所で歩行者に対して道を譲った上ですれ違いを行ってください。 
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5. 給水所・救護体制について 

① 給水所を 6km の部は１箇所設置いたします。 

② 救護所をスタート・フィニッシュ会場に設置いたします。 

 
6. コース上の案内について 

① 土地所有者および管理者の許可を得て、必要最低限の選手誘導ポール、スタッフの配置を行っています。 

  コースの誘導をするための選手誘導ポールをおおよそ 100m に 1 本間隔で設置し、スタッフも配置していますので 

その指示に従ってください。 

② 道路横断（沼津市道）箇所などでランナーストップをかける場合があります。スタッフの指示に従ってください。 

③ 選手誘導ポールは大会直前に設置され、終了後速やかに撤去されます。 

 

7. 救助および医療援助の体制 

① 競技が安全に行われるために、主催者は可能な限りのコース整備と、救助および医療援助体制を準備しています。

選手はトレイルランという自然の中で行われる競技に危険が伴うことを充分に認識し、ケガ、病気、事故などに対して、

自己の責任において大会に出場してください。自然 

② 応急処置の救護所は、スタート・フィニッシュ会場にあり、看護師が待機しています。救護所と各エリアは無線また

は電話でつながっています。 

③ 応急処置は、参加登録の有無に関わらず、本大会に関係するあらゆる人々を危険な状況から救助するために行い

ます。 

 

8. 出走人数・行方不明者の特定 

① ナンバーカードに付いている QR コード読み取りにより、出走人数・完走人数の管理を行います。 

② 選手の記録とともに氏名の判別もでき、個人を特定することが可能です。 

 

9. リタイア（棄権）について 

① コース上でリタイアする場合は、必ずスタッフまたは大会本部に申告してください。 

② 自力で動ける選手は、大会車両が待機している場所まで移動してもらいます。 

  自力で移動できない場合は、スタッフの指示に従ってください。 

 

10. 手荷物預かりについて 

選手の荷物は、スタート・フィニッシュ会場にて預かります。 

 

11. 禁止事項 

選手が以下のルールに反しスタッフの注意に従わなかった場合は、その場でレースを中止させることがあります。 

① コースをショートカットしたり、はみだしたりすること 

② ごみを捨てる行為 

③ レースのオフィシャルスタッフや看護師、救護者の指示に従わないこと 

④ フィニッシュ制限時刻後のレースの続行 

⑤ 競技中のナンバーカードの不着用 

⑥ ストックおよび杖の使用 
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12. 責任 

◆主催者の責任 

・参加者の故意によらないコース上の器物破損（対動植物、対物の事故、トレイルの損壊など） 

・コース上の選手誘導ポールの設置 

・スタッフの安全管理 

・主催者は賠償責任および選手の傷害保険に加⼊していますが、選手自身にも保険に加入することをお勧めします。 

 

＜主催者が加入する傷害保険＞ 

大会の参加者や大会スタッフが、大会参加中に被ったケガや疾病に対して、主催者が補償規程に基づき費用を負担

した場合に以下の保険金をお支払いします。 

 

・死亡・後遺障害 200 万円 

  ・入院（日額）   3,000 円 

  ・通院（日額）   2,000 円 

 

◆選手の責任 

・本大会参加にあたって、上記以外のすべてを自己責任とします。 

 

13. 大会中止等の判断とその周知について 

下記の事由により大会の開催・継続が困難と主催者が判断した場合は、大会中止または大会の途中中断をします。 

大会開催日を翌週などに延期することはありません。 

 

・気象警報発令時 

・コース途中における崖崩れ、落石など、ランナーの安全を確保できないと判断された場合 

・災害時（「東海地震注意情報」、「東海地震予知情報」警戒宣言発令時） 

・コース近辺で大地震が発生したときや、周辺地域に関わる大雨・暴風などの「気象警報」「土砂災害警戒警報」が 

 発表された時は、その影響を検討した上で主催者が中止もしくはコースの変更を判断します。 

・大会開催に当たって、安全面で問題ない場合でも、トレイルの状況が参加者の利用に耐える事ができないと判断 

した場合、コースの変更、大会中止の判断をする可能性があります。 

・大会中止の判断は大会当日または前日までに参加者全員に E メールにて発信します。 

・大会中止の際でも原則として参加費の返金はいたしません。 

 

14. 大会出場中の著作権、掲載権 

・大会出場中の写真・映像・記録・記事等の新聞、雑誌、テレビ、インターネット等への著作権、掲載権は、主催者に 

属します。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


